
「研究者から見た機関リポジトリ」
東京家政大学
家政学部 栄養学科
教授 森田幸雄
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2017年度 第3回 機関リポジトリ新任担当者研修

日 時: 2017 年 8 月 24 日（木）
15：20～16:20

場 所: 国立情報学研究所
20 階実習室



自己紹介

1979-1985      日本大学 獣医学科・博士前期課程

1994 博士（獣医学） 日本大学より

“豚の非定型抗酸菌症に関する研究”

職歴:

1985-2008 群馬県職員

1985-1993       中央食肉衛生検査所…対米国牛肉輸出を開始

1994-1996       館林保健所……………多数の大規模食品工場が管内にあり

1997-1999       中央食肉衛生検査所…対米国牛肉輸出担当獣医師の一人として

HACCPを導入

2000-2003  衛生環境研究所

2004 新政策課

2005-2008 衛生環境研究所

2009- 東京家政大学 准教授

2013- 〃 教授

森田 幸雄 東京家政大学 食品衛生学第二研究室

外部研究資金にて研究を実施中・・・



1. 2009/09～ 日本食品微生物学会 編集委員
2. 2009/09～ 飛騨ミート農業協同組合連合会 HACCP委員
3. 2013/04～ 日本獣医学会 評議委員
4. 2013/06～ 公益社団法人 全国食肉学校 非常勤理事
5. 2014/10/31～2018/10/30

群馬県健康福祉部長より
群馬県食品安全審議会 審議委員

6. 2015/06～ 日本獣医師会雑誌学術誌 編集委員
7. 2015/07/06～ 公益財団法人日本食肉生産技術開発センター 食肉処理施設の高度化計画及

び高度化基盤整備計画の認定に係る審査委員
8. 2015/08/01～ 日本HACCPトレーニングセンター 理事
9. 2016/04/01～ スターゼン(株) 衛生管理アドバイザー

10. 2017/01/25～2019/01/24
薬事・食品衛生審議会専門委員 厚生労働大臣より
（2017年01月27日付 動物用医薬品再評価調査会）

11. 2017/03～ 日本ジビエ振興協会 副理事長
12 2017/04/01～2018/03/31

静岡県健康福祉部長より
静岡県H29年度食中毒防止対策専門委員会委員

委員等



厚生労働科学研究
平成18−20年度
「輸入食品における食中毒菌サーベイランス及びモニタリングシステム構築に関する研
究」（分担研究者）

平成21−23年度
「輸入食品の食中毒菌モニタリングプラン策定手法に関する研究」（分担研究者）

平成24−26年度
「と畜・食鳥検査における疾病診断の標準化とカンピロバクター等の制御に関する研究」
（分担研究者）

平成27−29年度
「食鳥肉におけるカンピロバクター汚染のリスク管理に関する研究」（分担研究者）

平成29-（31）年度
「食品を介する家畜・家禽疾病のリスク管理に関する研究」（分担研究者）

文部科学省
平成23-25年度
科学研究費補助金(基盤研究(C)) 「輸入魚介類における多剤耐性菌等の汚染状況」

東和食品研究振興会（平成26年度）
冷凍エビからのサルモネラ保菌状況と分離菌の性状」



私の考え
論文：複数の審査員の査読あり⇒自分の主張だけでは掲載にならない

研究者として最も評価されるもの⇒最大の情報公開
掲載に際してお金の支払いありが多い
（所属学会員なら規定ページまで無料、追加したらお金の支払いあり）⇒その紙面を購入

国際誌ならImpact Factorがある⇒どのくらい他の論文に引用されたかという論文評価

IF
4.259

IF
0.209



PubMedは米国国立医学図書館が無料で提供するデータベース

どこでも検索可能 論文だけでなく遺伝子情報等多くのデータベース保有



私の考え
著書：査読は無い。編集者が責任をもってチェック⇒ある程度の自己主張ができる

研究者としてはほとんど評価されない⇒研究者？専門家としての義務
掲載し、販売部数に応じて執筆料が支払われる



私の考え
専門雑誌：査読があるものもあり。依頼原稿は通常査読は無い。編集者がチェック⇒自己主張がで
きる

研究者としてはほとんど評価されない⇒研究者？専門家としての義務
掲載について執筆料が支払われる



今までお話した情報はすべてインターネット上で公開さ
れています。

これからお話することは公開をされていないものもあり
ます。



●

2006 阿勒泰

●

●2003,07,08 Nepal

●
●2004 伊犁 ●

●

2003 西安 2004,2010 大連

●

●

Isolation of Mycobacterium spp. obtained from 
milking buffaloes and cows in Nepal(2007)

Antimicrobial resistance in Campylobacter isolated from food 
animals and humans in northern Thailand（2006）. 

●

2004,06 烏魯木斉

Serotypes, antimicrobial susceptibility, and gyr A gene mutation of 
Campylobacter jejuni isolates from humans and chickens in 
Thailand（2007）.

2004喀什

2007,2011

LAOS

●
2007,08,14,15
Philippines

Heat treatment effects on Mycobacterium
isolated from ruminants in Nepal(2005)

ChangMai

BKK

ThailandBuffalo rabies in Nepal(2004).

Single intradermal tuberculin tests of milking 
buffalo and cows in Nepal(2004)

Serotypes and antimicrobial resistance of 
Campylobacter jejuni isolated from humans 
and animals in Thailand, Southeast 

Asian(2005)

●
2008,11

台湾

Prevalence of Salmonella spp
(2008）

● 2008Vietnam

●

Prevalence of Campylobacter spp. in 
Slaughtered Cattle and Buffaloes in Vientiane, 
LAOS（2007）

●

●

2011 蘇州

2010 張家口

●

2012Myanmar

●2013 曲阜

●

2012 重慶



Sep, 2008, 
ChangRai, 
Thailand.



●

ウガンダ：２０１１年８月８日〜９月２日

「ウガンダ共和国 家畜疾病診断・管理体制強化計画プ
ロジェクト」

ウガンダ・カンパラ
マケレレ大学



食肉検査指導



私の専門
「食肉衛生」・・・ HACCP、 ジビエ、 ハラルなど
「食中毒・感染症」・・・・・ カンピロバクター、サルモネラ、

狂犬病、ノロウイルスなど

私は研究者としては二流です。
しかし、大学卒業後の24年間の行政経験＋8年間の大
学経験が私の大学教授としての糧です。

多くの友人が世界中にいます＝インターネットの普及



インターネットの普及によって情報（特
に公表論文等のタイトル）は無料で検
索が可能。
ただ、著作権等々があり、内容を見る
にはお金を支払うことが、論文・学術
雑誌を出版する会社が求める場合が
あります。
機関リポジトリしていただければ、私は
とても助かります。



Googleで「森田幸雄 東京家政大学」での検索結果



researchmapサービスは、
国立研究開発法人科学
技術振興機構知識基盤
情報部が提供

researchmapシステムは、
国立情報学研究所社会
共有知研究センターに
おいて研究開発・提供



私が思っていること

大学教員は（専門の）情報公開を実施するのは

“あたりまえ”

情報公開したものが論文・専門誌・雑誌・新聞
↑評価

積極的に機関リポジトリをしていただければ、多くの情報
を公開でき、入手できる

「情報(仕事・人)は公開しているところに集まってきます」
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